
担

当

課

（

室

）

目

次

発

行

岡

山

県

定

○

き

の

こ

類

売

払

代

金

の

収

納

事

務

の

委

託

教

育

委

員

会

目

次

【

公

告

】

担

当

課

（

室

）

○

国

土

調

査

の

成

果

の

認

証

中

山

間

・

地

域

振

興

課

【

規

則

】

○

岡

山

県

事

務

処

理

規

則

の

一

部

を

改

正

す

る

規

住

宅

課

○

県

営

土

地

改

良

事

業

換

地

計

画

の

縦

覧

耕

地

課

則

○

基

本

測

量

の

実

施

監

理

課

（

県

例

規

集

登

載

）

○

公

共

測

量

の

実

施

〃

○

開

発

許

可

を

受

け

た

開

発

行

為

に

関

す

る

工

事

建

築

指

導

課

【

告

示

】

○

許

認

可

事

務

等

標

準

処

理

期

間

要

綱

の

一

部

改

〃

の

完

了

【

選

挙

管

理

委

員

会

】

正

（

県

例

規

集

登

載

）

○

個

人

演

説

会

等

を

開

催

す

る

こ

と

が

で

き

る

施

選

挙

管

理

委

員

会

○

廃

物

と

認

定

す

る

こ

と

が

困

難

な

放

置

自

転

車

財

産

活

用

課

設

の

指

定

【

公

安

委

員

会

】

の

処

分

○

特

定

施

設

の

設

置

許

可

申

請

環

境

管

理

課

○

警

備

業

法

に

基

づ

く

講

習

生

活

安

全

企

画

課

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

指

障

害

福

祉

課

定

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

医

療

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

指

〃

定

○

〃

〃

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

介

護

機

関

の

事

〃

業

の

廃

止

○

生

活

保

護

法

等

に

基

づ

く

指

定

施

術

機

関

の

指

〃

岡

山

県

公

報
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◎
岡
山
県
規
則
第
四
十
四
号

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
規
則

岡
山
県
事
務
処
理
規
則
（
昭
和
四
十
四
年
岡
山
県
規
則
第
五
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

別
表
第
三
住
宅
課
の
部
中

の
項
を

の
項
と
し
、
９
の
項
の
次
に
次
の
一
項
を
加
え
る
。

10

11

。

1
0
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す

１
住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
に
関
す
る
こ
と

る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に

（

1
9

○

関
す
る
法
律

平
成

年
法
律

債
務
保
証
業
務
の
う
ち
債
務
の
保
証
の
決
定
以
外
の
業
務
の
委
託
の
認

(1)

1
1
2

）

（
4
3

）

第
号

の
施
行
に
関
す
る

可
第

条
第
１
項

事
務

（

4
4

○

(2)
債
務
保
証
業
務
規
程
の
認
可
並
び
に
変
更
の
認
可
及
び
命
令

第
条

）
第
１
項

第
３
項

，

（

45

）

○

(3)
事
業
計
画
及
び
収
支
予
算
の
認
可
及
び
変
更
の
認
可
第
条
第
１
項

（

4
8

）

○

(4)
監
督
命
令

第
条

附

則

こ
の
規
則
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
五
号

許
認
可
事
務
等
標
準
処
理
期
間
要
綱
（
昭
和
五
十
二
年
岡
山
県
告
示
第
三
百
三
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

別
表
土
木
部
の
部
住
宅
課
の
項
中

を

と
し
、

か
ら

ま
で
を
六
ず
つ
繰
り
下
げ
、

の
次
に
次
の
よ
う
に
加
え
る
。

36

42

33

35

32

日
3
3

60
住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

住
宅
確
保
要
配
慮
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
事
業
の

る
法
律

平
成

年
法
律
第

号
第
８
条

登
録
（

1
9

1
12

）

日
3
4

3
0

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

住
宅
確
保
要
配
慮
者
円
滑
入
居
賃
貸
住
宅
事
業
の

る
法
律
第

条
第
３
項

登
録
事
項
の
変
更
の
登
録

1
2

日
3
5

3
0

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
の
指
定

る
法
律
第

条
4
0

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
の
債
務
保
証

る
法
律
第

条
第
１
項

業
務
の
う
ち
債
務
の
保
証
の
決
定
以
外
の
業
務
の

日
3
6

4
3

3
0

委
託
の
認
可

日
3
7

3
0

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
の
債
務
保
証

る
法
律
第

条
第
１
項

業
務
規
程
の
認
可
及
び
変
更
の
認
可

4
4

日
3
8

3
0

住
宅
確
保
要
配
慮
者
に
対
す
る
賃
貸
住
宅
の
供
給
の
促
進
に
関
す

住
宅
確
保
要
配
慮
者
居
住
支
援
法
人
の
事
業
計
画

る
法
律
第

条
第
１
項

及
び
収
支
予
算
の
認
可
及
び
変
更
の
認
可

4
5
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附

則

こ
の
告
示
は
、
平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
五
日
か
ら
施
行
す
る
。
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
六
号

岡
山
県
快
適
な
環
境
の
確
保
に
関
す
る
条
例
（
平
成
十
三
年
岡
山
県
条
例
第
七
十
四
号
。
以
下
「
条

例
」
と
い
う

）
第
十
八
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、
廃
物
と
認
定
す
る
こ
と
が
困
難
な
放
置
自
転
車

。

の
処
分
に
つ
い
て
次
の
と
お
り
告
示
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

放
置
自
転
車
の
車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色
、
数
量
並
び
に
自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等

車
輪
の
大
き
さ
及
び
フ
レ
ー
ム
の
色

数
量

自
転
車
防
犯
登
録
番
号
標
等

一
九
イ
ン
チ

銀

一
台

岡
山
東
Ｄ
九
二
三
六
六

二
四
イ
ン
チ

銀

一
台

Ｆ
Ｈ
〇
〇
七
八
二
〇

二
六
イ
ン
チ

黒

一
台

岡
山
西
Ｅ
七
九
〇
三
五

二
六
イ
ン
チ

橙

一
台

Ｆ
一
四
〇
一
三
四
六
五
六

二
六
イ
ン
チ

肌

一
台

Ｌ
二
四
三
二
〇
二

二

条
例
第
十
六
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
公
示
を
行
っ
た
日

平
成
二
十
九
年
九
月
七
日

三

放
置
さ
れ
て
い
る
場
所

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号
（
県
庁
外
来
駐
輪
場
）

四

こ
の
告
示
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し
て
六
月
を
経
過
し
た
場
合
は
、
一
の
放
置
自
転
車
を
処
分
す

る
。

五

担
当
部
課
名
及
び
連
絡
先

岡
山
県
総
務
部
財
産
活
用
課
庁
舎
管
理
班

岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
四
番
六
号

電
話
番
号

〇
八
六

二
二
六

七
二
三
四

－
－

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
七
号

瀬
戸
内
海
環
境
保
全
特
別
措
置
法
（
昭
和
四
十
八
年
法
律
第
百
十
号
）
第
五
条
第
一
項
の
規
定
に
よ

り
申
請
の
あ
っ
た
特
定
施
設
の
設
置
の
許
可
申
請
の
概
要
は
、
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

な
お
、
こ
の
特
定
施
設
を
設
置
す
る
こ
と
が
環
境
に
及
ぼ
す
影
響
に
つ
い
て
の
調
査
の
結
果
に
基
づ

く
事
前
評
価
に
関
す
る
事
項
を
記
載
し
た
書
面
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

１
申
請
の
概
要

申
請
者
の
氏
名
又
は
名
称
及
び
住
所
並
び
に
法
人
に
あ

て
は
そ
の
代
表
者
の
氏
名

(
1
)

っ

名
称

丸
五
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社

5
8

住
所

倉
敷
市
上
富
井

氏
名

取
締
役
社
長

藤
木

達
夫

工
場
又
は
事
業
場
の
名
称
及
び
所
在
地

(
2
)名

称
丸
五
ゴ
ム
工
業
株
式
会
社
矢
掛
工
場

4
1
7

所
在
地

小
田
郡
矢
掛
町
東
川
面

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



(3) 特定施設に関する事項

区 分 新 設 新 設 廃 止

51の２ 51の２ 51の２
自動車用タイヤ若しく 自動車用タイヤ若しく 自動車用タイヤ若しく
は自動車用チューブの は自動車用チューブの は自動車用チューブの
製造業，ゴムホース製 製造業，ゴムホース製 製造業，ゴムホース製
造業，工業用ゴム製品 造業，工業用ゴム製品 造業，工業用ゴム製品

種 類 製造業（防振ゴム製造 製造業（防振ゴム製造 製造業（防振ゴム製造
業を除く ，更生タイ 業を除く ，更生タイ 業を除く ，更生タイ。） 。） 。）
ヤ製造業又はゴム板製 ヤ製造業又はゴム板製 ヤ製造業又はゴム板製
造業の用に供する直接 造業の用に供する直接 造業の用に供する直接
加硫施設 加硫施設 加硫施設
（Ｎｏ．41） （Ｎｏ．42） （Ｎｏ．11）

能 力 87.1ｋｇ／回 26.3ｋｇ／回 42.6ｋｇ／回

工 事 着 手 予 定 年 月 日 許可後直ちに 同左 －

工 事 完 成 予 定 年 月 日 着手後２週間 同左 －

使 用 開 始 予 定 年 月 日 平成29年12月 同左 －

使用時間間隔及び１日当たりの使用時間並
びにその使用に季節的変動がある場合はそ 25分／回，15時間／日 同左 同左
の概要

使用時において 区 分 通 常 最 大 通 常 最 大 通 常 最 大
当該特定施設か
ら排出される汚 水 量（㎥／日） 0.35 0.56 0.11 0.17 0.17 0.27
水等の汚染状態
の通常の値及び ｐ Ｈ 6.5 7.0
最大の値並びに

 当該汚水等の通 ＢＯＤ（mg／Ｌ） 404.3 549.6
常の量及び最大
の量 ＣＯＤ（㎎／Ｌ） 808.6 1,099.2

同左 同左
Ｓ Ｓ（㎎／Ｌ） 19.0 53.0

油 分（㎎／Ｌ） 2.6 5.8

Ｔ－Ｎ（㎎／Ｌ） 6.0 9.9

Ｔ－Ｐ（㎎／Ｌ） 0.33 0.50

チウラム（㎎／Ｌ） <0.0006 <0.0006

備考 種類は，水質汚濁防止法施行令（昭和46年政令第188号）別表第１の号番号及び名称とする。
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(4) 汚水等の処理施設に関する事項

変更なし

(5) 排水口に関する事項

変更なし

２ 縦覧の期間及び場所

(1) 期 間 平成29年10月24日から同年11月14日まで

(2) 場 所 岡山県環境文化部環境管理課及び矢掛町役場
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◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
八
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
四
十
九
条

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
医
療
を
担
当
さ
せ
る
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し
た

）
）
。

、

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

１
病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局名

称
所

在
地

指
定
年
月
日

森
ク
リ
ニ
ッ
ク

赤
磐
市
周
匝
７
２
８
－
１

H
2
9
.
８
.
１

の
ぞ
み
薬
局
た
か
の
店

津
山
市
高
野
本
郷
１
４
１
５
－
３

H
2
9
.
９
.
１

医
療
法
人
寛
和
会
内
田
医
院

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
９
－
１
２

H
2
9
.
９
.
１

２
指
定
訪
問
看
護
事
業
者
等

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
名
称

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
等
の
所
在
地

指
定
年
月
日

合
同
会
社
ナ
ー
シ
ン
グ
ケ
ア
小
山

総
社
市
清
音
上
中
島
２
３
９
－
４

訪
問
看
護
ス
テ
ー
シ
ョ
ン
こ
や
ま

総
社
市
清
音
上
中
島
２
３
９
－
４

H
2
9
.
９
.１

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
十
九
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平

（
）

（
（

。
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
医
療
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の
届
出
が
あ

た

）
）
。

っ

、

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

病
院
，
診
療
所
又
は
薬
局

名
称

所
在

地
廃
止
年
月
日

森
ク
リ
ニ
ッ
ク

赤
磐
市
周
匝
７
２
８
－
１

H
29
.
７
.
3
1

き
た
ぞ
の
薬
局
川
崎
店

津
山
市
川
崎
１
６
６
－
４

H
29
.
７
.
3
1

内
田
医
院

瀬
戸
内
市
邑
久
町
尾
張
３
９
－
１
２

H
29
.
８
.
3
1

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
居
宅
介
護
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

居
宅
介
護
事
業
所
の
名
称

居
宅
介
護
事
業
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

社
会
福
祉
法
人
生
き
活
き
館

岡
山
市
北
区
春
日
町
９
－
５

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ポ
ー
ト
生
き
活
き
館
神
郷

新
見
市
神
郷
下
神
代
４
３
９
０

H
2
9
.
９
.１

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
一
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す

（
）

（
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

介
護
扶
助
又
は
介
護
支
援
給
付
の
た
め
の
介
護
予
防
を
担
当
さ
せ
る
介
護
機
関
を
次
の
と
お

（
）

）
。

、

。

り
指
定
し
た

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者
の
名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

介
護
予
防
事
業
所
の
名
称

介
護
予
防
事
業
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

有
限
会
社
創
和

赤
磐
市
穂
崎
８
８
８
－
４

両
宮
の
里

赤
磐
市
穂
崎
８
８
８
－
４

H
2
9
.
８
.１

社
会
福
祉
法
人
生
き
活
き
館

岡
山
市
北
区
春
日
町
９
－
５

特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
ケ
ア
ポ
ー
ト
生
き
活
き
館
神
郷

新
見
市
神
郷
下
神
代
４
３
９
０

H
2
9
.
９
.１

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
二
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
四
条
の
二
第
四
項
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法
第
五
十
条
の
二

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等

（
）

（
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

指
定
介
護
機
関
か
ら
次
の
と
お
り
事
業
の
廃
止
の

（
）

）
。

、

。

届
出
が
あ

た
っ

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

事
業
者

種
類

名
称

主
た
る
事
務
所
の
所
在
地

事
業
所
の
名
称

事
業
所
の
所
在
地

廃
止
年
月
日

居
宅
介
護
事
業
者

株
式
会
社
北
園
調
剤
薬
局

津
山
市
北
園
町
２
３
－
１
３

き
た
ぞ
の
薬
局
川
崎
店

津
山
市
川
崎
１
６
６
－
４

H
2
9
.
７
.
3
1

介
護
予
防
事
業
者

株
式
会
社
北
園
調
剤
薬
局

津
山
市
北
園
町
２
３
－
１
３

き
た
ぞ
の
薬
局
川
崎
店

津
山
市
川
崎
１
６
６
－
４

H
2
9
.
７
.
3
1

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
三
号

生
活
保
護
法

昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
四
十
四
号

第
五
十
五
条
第
一
項

中
国
残
留
邦
人
等
の
円
滑
な
帰
国
の
促
進
並
び
に
永
住
帰
国
し
た
中
国
残
留
邦
人
等
及
び
特
定
配
偶
者
の
自
立
の
支
援
に
関
す
る
法

（
）

（
律

平
成
六
年
法
律
第
三
十
号

第
十
四
条
第
四
項
に
お
い
て
そ
の
例
に
よ
る
場
合
を
含
む

の
規
定
に
よ
り

医
療
扶
助
又
は
医
療
支
援
給
付
の
た
め
の
施
術
を
担
当
さ
せ
る
施
術
機
関
を
次
の
と
お
り
指
定
し

（
）

）
。

、

。た

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

知

事

伊

原

木

隆

太

施
術
所
を
開
設
し
て
い
る
施
術
者

氏
名

施
術
所
の
名
称

施
術
所
の
所
在
地

指
定
年
月
日

大
塚

勇
也

笑
会
は
り
き
ゅ
う
整
骨
院

高
梁
市
原
田
北
町
１
１
７
６
－
１

H
2
9
.
８
.
７

奥
橋

厚
人

奥
橋
整
骨
院

備
前
市
日
生
町
日
生
１
４
７
６
－
２

H
2
9
.
９
.
1
9

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
告
示
第
五
百
二
十
四
号

地
方
自
治
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
二
年
政
令
第
十
六
号
）
第
百
五
十
八
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、

収
納
の
事
務
を
次
の
と
お
り
委
託
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

委
託
し
た
事
務
の
内
容

き
の
こ
類
売
払
代
金
に
係
る
収
納
の
事
務

二

委
託
し
た
収
入
の
種
類

き
の
こ
類
売
払
代
金

三

委
託
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
名
称

高
梁
市
中
原
町
一
三
八
三
番
地

び
ほ
く
農
業
協
同
組
合

代
表
理
事
組
合
長

平
山

薫

四

委
託
を
受
け
た
事
務
を
行
う
場
所

加
賀
郡
吉
備
中
央
町
上
竹
二
六
四
五
番
地
五

び
ほ
く
農
業
協
同
組
合
賀
陽
総
合
セ
ン
タ
ー

五

委
託
の
期
間

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
六
日
か
ら
同
年
十
一
月
三
十
日
ま
で

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



〔
四
五
一
〕
国
土
調
査
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
百
八
十
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
、

次
の
と
お
り
国
土
調
査
の
成
果
を
認
証
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

調
査
を
行
っ
た
期
間

成
果
の
名
称

認

証

年

月

日

調
査
を
行
っ

調
査
を
行
っ

た
者
の
名
称

た

地

域

倉

敷

市

平
成
二
十
六
年
四
月

倉
敷
市

稲
荷
町
及
び

平
成
二
十
九
年
十
月
十
一

～

地
籍
図
及
び

老
松
町
三
丁

日

平
成
二
十
九
年
二
月

地
籍
簿

目
の
一
部
、

南
町

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



〔
四
五
二
〕
土
地
改
良
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
九
十
五
号
）
第
八
十
九
条
の
二
第
一
項
の
規
定

に
よ
り
県
営
土
地
改
良
事
業
換
地
計
画
を
定
め
た
の
で
、
関
係
書
類
を
次
の
と
お
り
縦
覧
に
供
す
る
。

こ
の
公
告
に
係
る
決
定
に
対
し
て
不
服
が
あ
る
者
は
、
縦
覧
の
期
間
満
了
の
日
の
翌
日
か
ら
起
算
し

て
十
五
日
以
内
に
知
事
に
対
し
て
審
査
請
求
を
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

地
区
名

井
原
地
区

藤
田
工
区

二

縦
覧
に
供
す
る
書
類

換
地
計
画
書

三

縦
覧
の
期
間

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日
か
ら
同
年
十
一
月
十
四
日
ま
で

四

縦
覧
の
場
所

井
原
市
役
所

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



〔
四
五
三
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
国

土
交
通
省
国
土
地
理
院
長
か
ら
次
の
と
お
り
基
本
測
量
を
実
施
す
る
旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

岡
山
市

基
本
測
量

電
子
国
土
基
本
図

地

平
成
二
十
九
年
十
一
月
十
三
日
か

（

（

名
情
報
）
「
住
居
表
示
住
所
」
整

ら
平
成
三
十
年
三
月
二
十
三
日
ま

備
業
務
）

で

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



〔
四
五
四
〕
測
量
法
（
昭
和
二
十
四
年
法
律
第
百
八
十
八
号
）
第
三
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
同
法

第
十
四
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
岡
山
県
備
前
県
民
局
長
か
ら
次
の
と
お
り
公
共
測
量
を
実
施
す
る

旨
の
通
知
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

測

量

区

域

測

量

の

種

類

測

量

期

間

赤
磐
市

一
・
二
級
基
準
点
測
量

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
日
か
ら

平
成
三
十
年
二
月
二
十
八
日
ま
で

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



〔
四
五
五
〕
次
の
者
に
係
る
都
市
計
画
法
（
昭
和
四
十
三
年
法
律
第
百
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
よ

る
開
発
許
可
を
受
け
た
開
発
行
為
に
関
す
る
工
事
が
完
了
し
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡
山
県
知
事

伊

原

木

隆

太

一

開
発
区
域
又
は
工
区
に
含
ま
れ
る
地
域
の
名
称

総
社
市
清
音
軽
部
字
東
町
二
二
四

三

－

二

許
可
を
受
け
た
者
の
住
所
及
び
氏
名

倉
敷
市
笹
沖
一
一
五
五

一
パ
レ
ー
シ
ャ
ル
笹
沖
一
〇
二

－

瀬
尾

貴
光

三

許
可
番
号

岡
山
県
指
令
建
指
第
一
八
号

平成２９年１０月２４日　岡山県公報　第１１９３４号



◎
岡
山
県
選
管
告
示
第
七
十
六
号

公
職
選
挙
法
（
昭
和
二
十
五
年
法
律
第
百
号
）
第
百
六
十
一
条
第
一
項
第
三
号
に
定
め
る
個
人
演
説
会
等
を
開
催
す
る
こ
と
が
で
き
る
施
設
と
し
て
、
鏡
野
町
選
挙
管
理
委
員
会
か
ら
、
次
の
施
設
を
指
定
し
た
旨

報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

選

挙

管

理

委

員

会

委

員

長

藤

原

健

補

施

設

の

程

度

施

設

の

名

称

所

在

地

施
設
の
管
理
者

指

定

年

月

日

面

積

収

容

人

員

照
明

夢
広
場

苫
田
郡
鏡
野
町
円
宗
寺
二
三
三

鏡
野
町
長

研
修
室

六
〇
人

有

平
成
二
十
九
年
九
月
二
十
五

七
二
㎡

日
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◎
岡
山
県
公
安
委
員
会
告
示
第
百
七
十
一
号

警
備
業
法
（
昭
和
四
十
七
年
法
律
第
百
十
七
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う

）
第
二
十
二
条
第
二
項
第

。

一
号
に
規
定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
を
次
の
と
お
り
実
施
す
る
。

平
成
二
十
九
年
十
月
二
十
四
日

岡

山

県

公

安

委

員

会

一

警
備
業
務
の
区
分
等

警
備
業
務
の
区
分

期

日

時

間

場

所

平
成
三
十
年
一
月
十
五

午
前
九
時
か
ら

岡
山
市
北
区
厚
生
町
三
丁

身
辺
警
備
業
務

日
（
月
曜
日
）
及
び
同

午
後
五
時
ま
で

目
一
番
一
五
号

月
十
六
日
（
火
曜
日
）

岡
山
商
工
会
議
所

の
二
日
間

二

講
習
対
象
者

当
該
警
備
業
務
の
区
分
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
法
第
二
十
二
条
第
二
項
に
規
定
す
る
警

備
員
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
又
は
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
及
び
機
械
警
備
業
務
管
理
者
に
係

る
講
習
等
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
五
十
八
年
国
家
公
安
委
員
会
規
則
第
二
号
）
第
七
条
第
一
項
に
規

定
す
る
警
備
員
指
導
教
育
責
任
者
講
習
修
了
証
明
書
（
以
下
「
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等
」
と

い
う

）
の
交
付
を
受
け
て
い
る
者
で
あ
っ
て
、
最
近
五
年
間
に
当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警

。

備
業
務
に
従
事
し
た
期
間
が
通
算
し
て
三
年
以
上
で
あ
る
も
の

三

受
講
手
続

１

提
出
書
類

所
定
の
様
式
に
よ
る
受
講
申
込
書

一
通

(1)

写
真

一
枚
（
縦
の
長
さ
三
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
横
の
長
さ
二
・
四
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
、
申

(2)
込
前
六
箇
月
以
内
に
撮
影
し
た
無
帽
、
正
面
、
上
三
分
身
、
無
背
景
の
も
の
）

二
に
掲
げ
る
講
習
対
象
者
に
該
当
す
る
こ
と
を
疎
明
す
る
次
に
掲
げ
る
書
類

各
一
通

(3)

警
備
業
務
の
区
分
以
外
の
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
指
導
教
育
責
任
者
資
格
者
証
等

ア

当
該

の
写
し

イ

当
該
警
備
業
務
の
区
分
に
係
る
警
備
業
務
に
従
事
し
て
い
た
こ
と
を
証
明
す
る
警
備
業
者

等
の
作
成
に
係
る
所
定
の
様
式
に
よ
る
書
面
及
び
履
歴
書
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２

提
出
先

県
内
に
住
所
を
有
す
る
者

(1)

住
所
地
を
管
轄
す
る
警
察
署
の
生
活
安
全
課

県
外
に
住
所
を
有
す
る
者

(2)

県
内
の
各
警
察
署
の
生
活
安
全
課

な
お
、
郵
送
又
は
信
書
便
に
よ
る
申
込
み
及
び
代
理
人
に
よ
る
申
込
み
は
、
受
け
付
け
な
い
。

３

提
出
期
間

平
成
二
十
九
年
十
一
月
二
十
七
日
（
月
曜
日
）
か
ら
同
年
十
二
月
一
日
（
金
曜
日
）
ま
で
の
午

前
八
時
三
十
分
か
ら
午
後
五
時
ま
で

四

受
講
手
数
料

一
万
円

（
注
）

岡
山
県
収
入
証
紙
に
よ
り
、
受
講
申
込
時
に
納
付
す
る
こ
と
。

な
お
、
受
講
手
数
料
は
、
納
付
後
は
返
還
し
な
い
。

五

受
講
定
員

十
人
。
た
だ
し
、
申
込
順
に
受
け
付
け
、
受
講
定
員
に
達
し
た
と
き
は
、
提
出
期
間
内
で
あ
っ
て

も
受
付
を
締
め
切
る
。

六

講
習
の
委
託

こ
の
講
習
は
、
一
般
社
団
法
人
岡
山
県
警
備
業
協
会
（
岡
山
市
北
区
内
山
下
二
丁
目
一
一
番
一
八

号
）
に
委
託
し
て
行
う
。

七

そ
の
他

１

受
講
者
は
、
筆
記
用
具
を
持
参
す
る
こ
と
。

２

講
習
終
了
後
は
、
筆
記
の
方
法
に
よ
り
修
了
考
査
を
実
施
す
る
。
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